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・ 情報技術の爆発的進化に基づく社会構造の変化

– 技術・ビジネスモデルの変化に伴う、サイバー（デジタ
ル）空間と、人・物などの実在空間（フィジカル）の融合
が生じ、サイバー空間での活動の影響が増加

– 他方で、特に日本国においては、少子高齢化、過疎化等の
フィジカル空間における社会課題への対応がより喫緊に

「Society5.0時代のガバナンスモデルの設計について」 2019年11月28日 経済産業省商務情報政策局情報経済課 9頁

Society5.0時代における規制環境の変化
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「アジャイル・ガバナンス」の基本的な考え方
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Society4.0以前 Society5.0
日常生活とデ
ジタル技術の
関係

フィジカル空間とサイバー空間とが
分離している

フィジカル空間とサイバー空間とが
一体化し、日常生活に不可欠な
基盤に

信頼の対象 有体物（ヒト・モノ） 無体物（データ・アルゴリズム）
取得するデータ 限定的 大規模・広範囲・多種類
判断の主体 ヒトのみ AI・システムの影響が拡大
システムの状態 安定的 流動的
結果の予見・
統制可能性 予測・統制可能な領域が多い 予測・統制不能な領域の拡大

責任主体 特定しやすい 特定が困難
支配力の集中 集中しやすい より集中しやすい
地理的関係性 ローカルまたはグローバル ローカルかつグローバル

• 社会は複雑かつ急速に変化し、予想困難かつ統制困難となる

• ガバナンスによって目指すべき「ゴール」自体も変化し続ける

⇒ Society5.0のガバナンスモデルは、常に変化する環境、技術とゴールを踏まえ、

最適な解決策を見直し続けることが必要。

出典：経済産業省GOVERNANCE INNOVATION Ver.2: アジャイル・ガバナンスのデザインと実装に向けて
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各主体の役割の変化と利益
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コミュニィ・個人

規制にかかる
リソースの解放

イノベーション
の促進

政府

企業

社会的価
値の保護

•消極的な受益者から
積極的な評価者へ

•ネットワークの力を活用
し多様な価値観を反
映

•ルールの設計者から
ファシリテーターへ

•監督・執行への協力
インセンティブの付与

• ルールの遵守者から設計者へ

• ガバナンスシステムの構築とアカウン
タビリティの確保

相互対話
の促進

出典：経済産業省GOVERNANCE INNOVATION Ver.2: アジャイル・ガバナンスのデザインと実装に向けて
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アジャイル・ガバナンスについて
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外部システムへの影響
（透明性・アカウンタビリティ）

評価

システムデザイン

運用

環境・
リスク分析

ゴール設定

外部システム
からの影響

アジャイル・ガバナンスとは、
「環境・リスク分析」「ゴール設定」「システムデザイン」「運用」「評価」「改善」といっ
たサイクルを、マルチステークホルダーで継続的かつ高速に回転させていくガバナンス
モデルをいう。

出典：経済産業省GOVERNANCE INNOVATION Ver.2: アジャイル・ガバナンスのデザインと実装に向けて



本検討会において考慮すべき事項について
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 直近での問題状況のリスク認識
 技術の状況、情報流通経路の実態

情報の拡散について、データの利用、生成AI等のAI利用の状
況について

AIその他の自動判定技術による対応可能性
 直近での差分分析、継続的な調査実施

 認識したリスクを踏まえたアジャイルガバナンスの実践
 根拠法が必要な場合に整備はあるが、特に詳細な対応について
は柔軟に調整ができるように設計することが必要

 抽象的な官民共同規制のフレームワークではなく、官民の関係
者がリソースを割くことができるような方策が何か

 個人の権利の確保
 関係者への開示、訂正、削除等の権限確保
 意図的発信者に対する対応の強化
 権利確保の前段としての社会のリテラシー向上



本検討会において考慮すべき事項について
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 信頼性ある情報源の確保
 メディアの貢献、ファクトチェック

放送法の関係では、情報空間の健全性確保に関する放送事業
者の貢献も議論したが、多元性を踏まえての議論が重要

 技術的の利用
本日別途ご紹介があるOPや海外のメーカー、PF等の取り組
みを踏まえて、相互運用性や国際議論を念頭に

 サイバーセキュリティ（意図的な攻撃者が存在することも念頭
に置く必要がある）

 ゲートキーパー機能
 電気通信事業者の役割
 プラットフォームの役割

メディアに対するプロミネンス
別途ご紹介がある欧州DSA等を参考にできる部分はどこか

 生成AI提供者の役割
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